
                  千葉市の歯科保健の課題と今後の取組み（案）            資料４－１ 

課 題 
これまでの取組み 今後の取組み 

千葉市の取組み 千葉市の取組み 関係機関・団体等の取組み 

１ 子どものむし歯が

多い 

（１）妊娠中や乳児期など 1歳 6か月前の早期からの働きかけ 

・母親＆父親学級、4か月児健診、育児サークル、子育て支援センター等での 

健康教育 

・10か月児アンケートの活用 

（２）1歳 6か月児、3歳児の歯科健診における保健指導 

・フッ化物配合歯みがき剤の使用方法、定期的なフッ化物歯面塗布の推奨 

・フッ化物応用実施の歯科医院情報の提供 

・う蝕有病者に対する早期治療に向けた支援 

（３）ハイリスク者への保健指導 

・2歳児むし歯予防教室での保健指導 

・家庭訪問 

（４）地域の関係者、関係機関・団体等への働きかけ 

・地域保健推進員、食生活改善推進員への知識の普及啓発 

・保育所、幼稚園等の保育施設職員への知識の普及、教育媒体の貸出等 

・幼稚園での刷掃指導 

（１）むし歯予防に関する知識の普及啓発 

（保護者が実際に行動を起こすための働きかけ） 

   ・歯科保健に関するホームページを作成し、フッ化物応用等の 

むし歯予防の知識を普及啓発 

   ・フッ化物応用実施の歯科医院の情報提供の充実 

（２）ハイリスク者への働きかけ 

・妊産婦歯科健診、1歳 6か月児及び 3歳児歯科健診でむし歯 

  の多かった者への保健指導及び歯科治療の勧奨 

（３）地域の関係者、関係機関・団体等との連携 

・保育所、幼稚園等保育施設への情報提供の強化 

・地域の歯科医師との情報交換 

・民生委員等地域関係者の集まりでの情報発信 

○保育所、幼稚園、学校等 

 ・子どもへのむし歯予防の教育 

 ・フッ化物応用によるむし歯予防方法の普及 

 ・保護者へのフッ化物応用に関する情報提供 

（定期的なフッ化物歯面塗布、フッ化物配合歯磨 

き剤使用の勧め等） 

 

○歯科医師会 

 ・フッ化物応用実施の歯科医院の情報発信 

 

○地域の関係者、関係機関・団体等 

 ・会合や会報等を活用したむし歯予防の知識の普及 

啓発 

２ 健診受診率が低い 

 Ⅰ 妊産婦歯科健診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅱ 歯周疾患検診 

Ⅰ 妊産婦歯科健診 

（１）妊産婦が受診行動を起こすための働きかけ 

・母子健康手帳交付時に健診の必要性と受診のための情報提供 

・産婦人科、小児科等の医療機関、保育所や幼稚園等の施設にポスターの掲示 

依頼 

・母親＆父親学級において未受診者への受診勧奨 

・地域保健推進員による２か月児訪問時に受診勧奨を開始 

・健診協力医療機関マップの配布 

（２）歯科医師会との連携 

・健診協力医療機関にポスターの掲示依頼 

・1歳 6か月児、3歳児歯科健診後のミーティングで情報交換 

（１）定期歯科健診等の普及啓発（青壮年層に対する啓発の強化） 

・地域保健推進員による 2か月児訪問時の受診勧奨を全区に 

拡大 

・でんたるカップミニサッカー大会での保護者への普及啓発 

・成人式等、若い層への普及啓発 

（２）地域の関係者、関係機関・団体等との連携 

・保育所、幼稚園、学校等で保護者に対する普及啓発 

・商工会議所等の職域関係機関との連携 

・民生委員等地域関係者の集まりでの情報発信 

・市民が受診しやすい環境について歯科医師と情報交換 

○保育所、幼稚園、学校等 

 ・保護者への普及啓発の協力 

 

○商工会議所等の職域関係機関 

 ・会合や会報等を活用した会員事業所・就労者への 

情報発信 

 

○歯科医師会 

 ・受診しやすい環境づくり 

 ・かかりつけ歯科医からの定期受診の勧奨 

 

○地域の関係者、関係機関・団体等 

 ・「かかりつけ歯科医を持ち、定期的に歯科健診を 

受けること」の普及啓発 

Ⅱ 歯周疾患検診 

（１）検診対象者の目に触れやすいよう、受診券シールの色を黄色に変更 

（２）千葉市ＨＰに検診協力医療機関の情報を掲載 

（３）「かかりつけ歯科医を持ち、定期的に歯科健診を受けること」の普及啓発 

・講演会、がん検診、イベント会場等、あらゆる機会を通じて実施 

（４）地域の関係者等への働きかけ 

・地域保健推進員、食生活改善推進員への知識の普及啓発 

３ 口腔ケアに対する

普及啓発活動が十分で

はない 

（１）地域の自治会・老人クラブ等での健康教育 

   ・口腔ケアの必要性及び健口体操等の実施方法等 

（１）口腔ケアに関する知識の普及 

・口腔ケア普及のためのボランティアの育成 

・社会福祉協議会、老人クラブ等地域関係者の集まりでの情報

発信 

・各種イベント（ヘルシーカムカム等）での普及啓発 

○地域の関係者、関係機関・団体等 

 ・口腔ケアに関する知識の普及啓発 

 


